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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、財政金融政策の効果による円安、株高基調を背景とした業

績は改善基調にあるものの、消費税導入後における消費の伸び悩み、景気動向指数の低下など、その先行きは不

透明な状況になっております。 

当社グループをとりまくインターネット業界においては、小売業を中心にWebサイトやソーシャルメディア、店

舗等のすべての消費者接点や物流を見直す「オムニチャネル戦略」や、ソーシャルメディアを用いて消費者と企

業が共同で製品やサービスを作り上げる「共創マーケティング」といった新しい概念が大企業を中心に浸透しは

じめ、当社の事業機会の創出につながっております。また、インターネットの社内利用方法にも変化がみられ、

従業員の生産性向上やワーク・ライフ・バランス実現のためのテレワーク（在宅勤務・サテライト勤務・モバイ

ルワーク）インフラとしてクラウドシステムの導入を進める企業が増えてまいりました。 

このような事業環境の中、当社はオムニチャネル関連の大規模プロジェクトの受注・納品により、当第２四半

期連結累計期間において前年同期比で大幅に売上を伸長することができました。また、当社グループ企業の株式

会社トライバルメディアハウスにおいては、共創マーケティングプラットフォーム 「cocosquare（ココスクウェ

ア）」の販売、運用が進むほか、株式会社日本技芸においては、同社が開発・販売するクラウド型グループウェ

ア「rakumo」の拡販が進み、主に中小企業を中心に595社18万8000ユーザーへと利用者数が増加いたしました。 

当社グループは、全体の取り組みとして、売上に占める資本集約型ビジネスの割合を増やすという方針の下、

「cocosquare（ココスクウェア）」や「rakumo」に代表される自社開発製品への投資を進めてまいりました。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は3,234百万円(前年同期比36.8％増)、営業利益は135百万円

(前年同期比31.4％増)、経常利益は137百万円(前年同期比30.7％増)となりました。また、法人税等を74百万円計

上したこと等から、四半期純利益は61百万円(前年同期比10.7％減)となりました。 

  

（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期末の総資産は、前連結会計年度末に比べ111百万円増加し、3,254百万円となりました。主な要因

は、現金及び預金の増加117百万円、仕掛品の増加78百万円、受取手形及び売掛金の減少67百万円等によるもので

あります。 

当第２四半期末の負債は、前連結会計年度末に比べ64百万円増加し、1,298百万円となりました。主な要因は、

買掛金の増加157百万円、賞与引当金の増加24百万円、受注損失引当金の減少59百万円、長期借入金返済による減

少58百万円等によるものであります。 

当第２四半期末の純資産は、前連結会計年度末に比べ46百万円増加し、1,955百万円となりました。主な要因

は、四半期純利益61百万円の計上、ストック・オプションの行使による資本金の増加３百万円及び資本剰余金の

増加３百万円、前期決算に係る配当金の支払22百万円等によるものであります。 

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成27年３月期の業績予想につきましては、平成26年５月９日に公表しました業績予想を修正しております。

詳細につきましては、本日（平成26年10月31日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参

照ください。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、第１四半期連結累計期間において、当社の100％連結子会

社であったネットイヤーゼロ株式会社を平成26年４月１日付で当社が吸収合併したことにより、連結の範囲から

除外しております。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

 

                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 1,031,899 1,149,454 

    受取手形及び売掛金 1,200,576 1,133,443 

    仕掛品 131,502 209,686 

    原材料及び貯蔵品 358 478 

    繰延税金資産 83,286 83,480 

    その他 48,172 76,450 

    流動資産合計 2,495,796 2,652,994 

  固定資産     

    有形固定資産 100,370 90,863 

    無形固定資産     

      のれん 302,723 263,481 

      その他 58,912 63,106 

      無形固定資産合計 361,635 326,587 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 58,906 59,605 

      敷金及び保証金 116,932 115,325 

      繰延税金資産 7,678 7,678 

      その他 1,933 1,680 

      投資その他の資産合計 185,450 184,290 

    固定資産合計 647,456 601,741 

  資産合計 3,143,253 3,254,735 

負債の部     

  流動負債     

    買掛金 272,284 430,140 

    1年内返済予定の長期借入金 127,070 120,866 

    未払金 124,478 98,151 

    未払法人税等 114,395 73,903 

    賞与引当金 121,806 146,499 

    役員賞与引当金 9,361 － 

    受注損失引当金 62,668 3,370 

    その他 125,541 207,706 

    流動負債合計 957,606 1,080,637 

  固定負債     

    長期借入金 266,071 207,715 

    繰延税金負債 5 129 

    その他 10,321 10,321 

    固定負債合計 276,397 218,166 

  負債合計 1,234,004 1,298,803 
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                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 540,206 543,311 

    資本剰余金 621,266 624,370 

    利益剰余金 737,840 777,236 

    自己株式 △23 △23 

    株主資本合計 1,899,289 1,944,894 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 9 234 

    その他の包括利益累計額合計 9 234 

  少数株主持分 9,949 10,803 

  純資産合計 1,909,249 1,955,932 

負債純資産合計 3,143,253 3,254,735 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

（四半期連結損益計算書） 

（第２四半期連結累計期間） 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 2,364,690 3,234,756 

売上原価 1,873,620 2,585,832 

売上総利益 491,069 648,923 

販売費及び一般管理費 387,752 513,202 

営業利益 103,317 135,720 

営業外収益     

  受取利息 504 536 

  受取賃貸料 1,495 2,784 

  その他 986 2,026 

  営業外収益合計 2,986 5,346 

営業外費用     

  支払利息 959 2,644 

  支払手数料 375 375 

  その他 80 946 

  営業外費用合計 1,414 3,966 

経常利益 104,889 137,101 

税金等調整前四半期純利益 104,889 137,101 

法人税、住民税及び事業税 33,599 74,921 

法人税等調整額 302 △194 

法人税等合計 33,901 74,726 

少数株主損益調整前四半期純利益 70,988 62,374 

少数株主利益 2,069 854 

四半期純利益 68,918 61,520 
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（四半期連結包括利益計算書） 

（第２四半期連結累計期間） 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 70,988 62,374 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 63 224 

  その他の包括利益合計 63 224 

四半期包括利益 71,051 62,599 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 68,981 61,744 

  少数株主に係る四半期包括利益 2,069 854 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 
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